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平
成
26 
年
新
審

墳室 向に

林け
田て
重
昭

今
年
も
ま
た
例
年
の
如
く
平
成
初

年
新
春
に
発
行
さ
れ
る

『徳
山
中
央

病
院
だ
よ
り
』
の
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
。
現
在
、
ご
存
知
の
よ
う
に
徳

山
中
央
病
院
は
年
金
・
健
康
保
険
福

祉
施
設
整
理
機
構
（
R
F
O）
に
出

資
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
お
年
6
月

比
日
改
正
R
F
O法
案
が
成
立
し
6

月
白
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
本
法

案
の
主
な
目
的
は
現
在
私
達
の
病
院

の
出
資
先
で
あ
る

R
F
O
を
独
立

行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構
（
』
品
自
の
O
B自
己
E
Q
同
町
民
吾

。hw
B
O花
山
口
ぽ
白
江
O
ロ
υ
J
C
H
0
・

ジ
エ
イ
コ

l
）
に
改
組
し
、
社
会
保

険
病
院
群
、
厚
生
年
金
病
院
群
、
船

保
会
病
説
群
を
一
括
運
営
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
移
行
期
間
は
本
法
公

布
か
ら
3
年
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
平
成
初
年
4
月
1
日

よ
り
の
移
行
・
運
営
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
残
す
と
こ
ろ
約
3
カ

月
と
な
り
、
当
院
も
含
め
参
画
が
決

定
し
て
い
る
病
院
は
そ
の
移
行
に
対

す
る
対
応
に
、
ま
た
日
常
の
診
療
も

あ
っ
て
大
変
忙
し
く
大
汗
を
か
く

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
一

部
は
既
に
『徳
山
中
央
病
院
だ
よ
り
』

第
崎
，
回
，
日
号
に
記
載
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

さ
て
目
前
に
迫
っ
た
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
J

C
H
O
）
へ
の
参
画
に
あ
た
り
、
新

機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
整
理

し
、
当
院
の
取
組
を
検
証
、
更
な
る

整
備
や
、
引
き
続
き
改
善
す
べ
き
問

題
点
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
①
地
域
医
療
、
地
域

包
括
ケ
ア
連
携
の

『
要
』

へ
の
取
組

新
機
構
（
J
C
H
O）
の
第
①
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
第
6
次
医
療
計
画
に

お
け
る

5
疾
病
（
が
ん
、
急
性
心
筋

梗
塞
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
及
び
精
神

疾
患
）
、

5
事
業
（
救
急
医
療
、
災

害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
医
療
、

周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
）
に
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
加
え
て
在
宅
医
療
並
び

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
地
域
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
及
び
介

護
を
提
供
す
る
機
能
の
充
実
と
連
携

を
図
り
、
こ
れ
ら
に
積
極
的
に
取
り

組
み
そ
の
要
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

従
来
徳
山
中
央
病
院
は
周
南
市
に

あ
っ
て
周
南
2
次
医
療
圏
に
お
け
る

最
も
重
要
な
基
幹
病
院
と
し
て
地
域

医
療
に
貢
献
及
び
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
為
新
機
構
（
J
C
H
O）

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
軸
で
あ
る

5
疾

病
5
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
院
は
へ

き
地
医
療
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
山
口

県
等
よ
り
多
く
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
十
分
な
役
割
を
担
え
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
当
院
は
へ
き

地
医
療
に
つ
い
て
は
自
治
体
病
院
で

は
な
い
た
め
協
力
病
院
の
申
し
出
に

留
ま
っ
て
お
り
、
新
機
構
へ
の
移
行

後
は
速
や
か
に
、
近
隣
の
中
山
間
部

や
島
部
へ
の
医
師
派
遣
等
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
当
院

は
以
前
よ
り
地
域
の
多
く
の
医
療
施

設
と
連
携
し
地
域
完
結
型
医
療
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
役
割
の
第
1
の

柱
と
し
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
E

R
型
、
周
南
地
域
休
日
夜
間
こ
ど
も

病院の理怠及び基本方針

1 .人間としての尊厳を守り、敬愛の／~＼を持って全人的医療を行う。

2.臨床研究・医掌教青に努め、医掌の発展・普及に貢献する。

3.関連機関と連携し、地域の健康と福祉の増進に努める。



(2) 

急
病
セ
ン
タ
ー
、
小
児
救
急
医
療
拠

点
病
院
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
等
を
運
用
し
て
お
り
、
周
南

市
を
始
め
周
南
2
次
医
療
圏
の
住
民

の
皆
様
よ
り
大
き
な
信
頼
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
に
不
用
意
に
或
い
は
病
院
側

の
理
由
で
、
対
応
が
出
来
な
い
事
例

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

態
に
つ
い
て
は
真
剣
に
改
善
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
次
に
役

割
の
第
2
の
柱
と
し
て
高
度
・
専
門

医
療
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
為
I
C
U
、
N
I
C
U
、

s
c

u、
特
例
緩
和
医
療
病
棟
を
整
備
し

運
用
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
高
度

・

専
門
医
療
を
更
に
進
化
さ
せ
る
た
め

高
額
或
い
は
先
進
的
医
療
機
器
を
整

備
（
表
1
）
運
用
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。
特
に
平
成
お
年
度
に
な
り
、

新
機
構
（
独
立
行
政
法
人
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
J
C
H
O）
へ
の

移
行
を
視
野
に
地
域
医
療
に
十
分
対

応
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
『
表
1
』
の
知
く
順
調
に
整
備

出
来
た
こ
と
に
対
し
、
関
係
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。
尚
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
昨

年
日
用
初
日
地
域
医
療
支
援
病
院
の

名
称
使
用
の
承
認
を
得
、
加
え
て
総

合
入
院
体
制
加
算
の
施
設
基
準
を
獲

得
、
ま
た
一
般
病
床
お
床
を
増
床
す

る
等
地
域
医
療
支
援
へ
の
体
制
は
更

信藤 徳山中央病院

に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
②
総
合
診
療
匿
の
育
成

新
機
構
（
J
C
H
O）
の
も
う
1

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
総
合
診
療
医
の

育
成
に
協
力
し
、
地
域
医
療
に
貢
献

す
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
当

院
は
平
成
お
年
4
且
よ
り
、
総
合
診

療
内
科
を
開
設
し
、
既
に
プ
ラ
イ
マ

リ

・
ケ
ア
認
定
医
試
験
を
経
て
、
指

導
医
養
成
講
習
会
の
受
講
修
了
者
は

3
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
新

た
に
院
内
に
総
合
診
療
医
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
更
に
新
た

に
当
院
医
師
約
却
名
、
近
隣
の
他
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
3
名
が
前
記
指
導

の
も
と
新
た
に

H
R
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
認
定
医
試
験
を
受
験
致
し

ま
し
た
。
近
い
内
、
多
数
の
総
合
診

療
認
定
医

・
指
導
医
が
生
ま
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方
今
後

の
対
応
と
し
て
平
成
初
年
度
に
は
正

式
な
総
合
診
療
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
、
総
合
診
療
医
育
成
施
設
認

定
を
頂
き
、
総
合
診
療
内
科
と
E
R

型
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
病

院
を
挙
げ
て
対
処
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
多
く
の
病
院
内
総
合
診

療
医
や
へ
き
地
或
い
は
地
域
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
お
け
る
総
合
診
療
医
（
家

庭
医
？
）
が
巣
立
つ
こ
と
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

徳
山
中
央
病
院
の
新
機
構
（
J
C
H

O
）
へ
の
期
待
と
結
語

徳
山
中
央
病
院
の
新
機
構
（
J
C

H
O）
へ
の
移
行
準
備
は
前
述
の
如

く
粛
々
と
行
わ
れ
て
お
り
、
職
員
（
非

職
員
も
含
）
の
移
行
同
意
（
移
行
以

外
の
理
由
に
よ
る
既
定
退
職
を
除
く
）

も
約
但
%
と
良
く
理
解
し
て
頂
き
移

行
初
年
度
よ
り
大
き
な
支
障
な
く
活

発
に
運
営
で
き
る
体
制
が
整
う
も
の

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
安
心
出
来

る
と
云
う
わ
け
で
は
な
く
少
数
の
部

署

・
部
門
で
人
員
の
補
強
或
い
は
協

働

・
チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
対
策
等
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
十
分
な
駐
車
場
の
整
備
、
耐
震

補
強
、
外
来
棟
の
整
備
等
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
先
日
の
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
説
明
会
等
で
新
機
構
へ
移
行
後
、

計
画
が
出
来
れ
ば
整
備
は
早
急
に
可

能
と
の
由
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
前
述
致
し
た
如
く
徳
山
中
央

病
院
は
第
2
次
世
界
大
戦
後
永
き
に

わ
た
り
周
南
市
（
旧
徳
山
市
）
に

あ
っ
て
、
周
南
2
次
医
療
圏
の
重
要

な
基
幹
病
院
で
あ
り
、
病
院
の
理
念

は
本
紙
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う

に

ω全
人
的
医
療
の
実
践
、

ω臨
床

研
究

・
医
学
教
育
を
推
進
し
、

ω連

携
し
地
域
の
健
康
と
福
祉
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
移
行

に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
大
き
く

は
変
わ
り
な
い
よ
う
で
す
が
、
私
は

徳
山
中
央
病
院
に
は
今
後
も
こ
の
地

域
で
永
く
輝
き
進
化
す
る
基
幹
病
院

を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
為
に
は
現
在
の
当
院
の

理
念
、

ωは
何
は
さ
て
お
き
適
切
と

思
い
ま
す
。

ωに
つ
い
て
は
病
院
の

進
化
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
即
ち
医
療
職
に
限
ら

ず
全
て
の
職
員
も
入
職
後
に
も
進
歩

し
優
秀
な
職
員
に
成
長
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
大
学

卒
業
後
比
較
的
早
く
当
院
に
入
職
致

し
ま
し
た
が
、
大
学
時
代
よ
り
何
倍

も
当
院
の
現
場
で
の
勉
強
や
経
験
、

臨
床
研
究
、
学
会
発
表
、
仲
間
と
の

討
論
等
で
大
き
く
成
長
さ
せ
て
頂
い

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
研
究
や

指
導
・
教
育
マ
イ
ン
ド
は
教
え
る
事

と
教
え
ら
れ
る
事
は
表
裏
一
体
で
極

め
て
良
い
結
果
を
生
む
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
方
医
師
の
初
期
臨
床
研
修
、

大
学
よ
り
の
学
生
ク
ラ
l
ク
シ
ッ
プ
、

看
護
師
を
は
じ
め
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

病
院
実
習
等
積
極
的
に
行
う
べ
き
も

の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
各
部
門
の
臨

床
研
究
は
個
人
、
病
院
、
引
い
て
は

一
般
の
医
療
レ
ベ
ル
を
挙
げ
る
こ
と

に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

ωに
つ

い
て
は
地
域
住
民
の
信
頼
と
期
待
に

対
し
て
、
ま
た
当
院
や
私
達
の
存
在

意
義
を
考
え
る
と
可
能
な
限
り
努
力

す
べ
き
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も

う
残
さ
れ
た
時
間
は
僅
か
に
な
り
ま

し
た
。
徳
山
中
央
病
院
更
に
進
化
し

永
く
輝
い
て
下
さ
い
。

表1. 
リニアック放射線治療器1式
PET-CTシステム1式
マルチスライスCT撮影装置（320列）
マルチスライスCT撮影装置（64列）
パイブレーン心血管撮影治療装置
シングルブレーン心血管撮影治療装置
パイブレーン脳血管揖影治療装置

デジタルガンマカメラ装置
高気圧酸素治療装置
磁気共鴫断層撮影装置（MRI1.5T) 
磁気共鳴断層撮影装置（MRI3.0T) 
磁気共鳴断層撮影装置（MRI3.0T）梢
手術支援ロボッ卜Da ・ Vinci (si）梢
(Hybrid）手術システムの構築制
全身定位方射線治療器（N oval is T x）州

主な医療機器

H 平成25年度新規導入機器
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